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　　昨年 月１３日（木）の ＲＣから始まったガバ

ナー公式訪問も、３月１５日（ ）の山形 ＲＣ、３

月２ 日（ ）の小 ＲＣ、最後にホームクラブであ

る３月２８日（木）の山形北ＲＣの３つを残すだけと

なりました。

　　できるだけガバナー公式訪問の を らし、現

役世代のガバナーを輩出できるようにしたいという

のわがままで、時期も を って 定させてい

ただくとともに、 同例会や の例会への公式訪問

も 多く していただきました。本当にありがと

うございました。

　　上の は、２月６日（火）に山形中央ＲＣの公式

訪問例会におじ ました のホテルメトロポリタン

山形でのスナ プです。実は、前 、 し りに

み て、当日のお の例会 前まで体 がす れ 、

ま いな と いながら ったりとホテル の

フ ーにもたれかかっていたら、山形中央ＲＣの鈴

木 子会員（ホテルメトロポリタン山形 務）から、

「ガバナー 何気取ってんの 」などとからかわれ、

シ と られた なのです。気取っているわ

けではなく、気 ち かっただけなのです（トホホ）。

　　昨年１１月２日（木）の次期ガバナー補佐 会に

始まり、１２月２日（ ）の第１ 地区 ム

ナー、そして、２月１０日（ ）には次期ロータリー

補 理 ナー、２月２３日（ ）には第２

地区 ーム ナーが開催され、いよいよ

年度も本 始動しました。

　　アメリ りの エレクトはますますお 気で

す。ステフ ー アー クＲ 会長エレクト

の「ロータリーのマ ク」の年度テーマのもと、

年度の充実した活動をご 念申し上げます。

　　アー クＲ 会長エレクトの１月８日の年度

テーマ は、月信２月 に したところですが、

今 は、 ロータリーのドンとも される ン・

ー ロータリー事務 長 最 任者

の同日の 「ロータリーの最も 重なリ ース」の

を します。今、 ロータリーは何を考え

ているのか、ロータリー活動の世 的な は、な

どなど考えさせられることも多い となってお

りますので、皆様も 非ご一 ください。

　　１月２８日（日）から２ 日（月）までの一 日で、

北多地区 同 年 ィンター ンプに参

加してきました。 ライ ールドス ー場でス

ーやス ー ードを楽しみ、 ライ ディ

ロ での です。

　　その詳 は、後 事のとおりですが、ロータリ

アンも を含めて当地区から１０名、 の 良

始め、 、 手、 田、 から 名と 北

地区から参加していただきました。 年 学生

も 北 地から １ 名が大 。当地区からは

今年 にアメリ とイタリアに 予定の 補学生

２名とＲ １名も参加し、 ３１名での

ンプとなり、大いに り上がり、充実した ィ

ンター ンプとなりました（次 の ）。

会

　２月２６日（月）から２ 日（火）まで 部地区

（第２ ５０地区）、２８日（ ）から２ 日（木）まで

北部地区（第２５８０地区）の地区大会に参加し

てきました。

　　会場は、 部地区が ランドプリンスホテル

新 、そして、 北部地区はあの ホテルです。

はい、予 りの の さ。 部地区のＲ

会長代理 迎 会の はロータリアンも同

者も２８ ０００ （当地区は １０ ０００ ）、

北部地区に っては、Ｒ 会長代理 迎 会

の は、何と、ロータリアンも同 者も４０

０００ 。地区大会 もロータリアン３０ ０

００ 、同 者２０ ０００ （当地区はこれも

１０ ０００ ）。

　　ホテル 会 を含めた 全般の 、

という場 もあるでし うが、それにしても、と

いう感じです。

　　大会全体の 画 、 、 出、ホテル 理の 、

エンターテインメント、何を取っても当地区は全く

けていませんでした。実は、 の地区の地区大会

関 の は、どんな地方 でもＲ 会長代理

迎 会の は最 １５ ０００ となって

おります。時代の を め、当地区の今後の地

区大会においても、 り 理ないように、再検討し

なければならない問題だと います（実 、地区大

会の 支で が出るとすれば、Ｒ 会長代理 迎

会と全体懇親会の ですから）。

　 の年度も、あと残すところ４か月となりました

が、今年は、実はこれからの残り４か月で、 年

奉仕関 事 が目 しなのです。

　　ま は、３月２３日（ ）から２４日（日）まで、山

形テル とホテルメトロポリタン山形で開催される

「第３６ 全 ローターアクト 会　山形大会」。

ローターアクトクラブは、今、変 の っ 中にあ

ります。ローターアクトクラブの現 と課題、そし

て を、全 のロータリアン、ローターアクター

と語り ってみまし う。このイ ントを、ローター

アクトクラブの活性化のための とする く、

を出し いまし う。

　　そして、５月１１日（ ）から１２日（日）、

化会 と ホテルにて、「第２ ロータ

リー日本 年 会　山形会議」が開催され

ます。全 から 学生（ 生を、およそ１年間

相手 のロータリークラブと相 に するもので、

ロータリーの活動に参加するなかで、親 大 とし

て いの の理 を める活動をしています）、Ｒ

（ 年 事 の ・ ）、 年

に関 するロータリアン 名が い、 年

に する理 を めるとともに、 を 会

となります。

　　そして、最後は、６月１日（ ）から２日（日）にか

けて、「気づき　そして　感 」をテーマに、

（ 立田代小学 ）にて開催される

地区Ｒ （

　ロータリー 年リー ーシ プ ）

です。

　　 ロナ で中 していた地区Ｒ が し り

に 活します。地区 クラブから多 の 年参

加者をご いただき、充実したＲ を実施し

たいと考えております。

　　 非、 大なるご協力をお いいたします。

ロー ーロー ー
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区大会においても、 り 理ないように、再検討し

なければならない問題だと います（実 、地区大

会の 支で が出るとすれば、Ｒ 会長代理 迎

会と全体懇親会の ですから）。

　 の年度も、あと残すところ４か月となりました

が、今年は、実はこれからの残り４か月で、 年

奉仕関 事 が目 しなのです。

　　ま は、３月２３日（ ）から２４日（日）まで、山

形テル とホテルメトロポリタン山形で開催される

「第３６ 全 ローターアクト 会　山形大会」。

ローターアクトクラブは、今、変 の っ 中にあ

ります。ローターアクトクラブの現 と課題、そし

て を、全 のロータリアン、ローターアクター

と語り ってみまし う。このイ ントを、ローター

アクトクラブの活性化のための とする く、

を出し いまし う。

　　そして、５月１１日（ ）から１２日（日）、

化会 と ホテルにて、「第２ ロータ

リー日本 年 会　山形会議」が開催され

ます。全 から 学生（ 生を、およそ１年間

相手 のロータリークラブと相 に するもので、

ロータリーの活動に参加するなかで、親 大 とし

て いの の理 を める活動をしています）、Ｒ

（ 年 事 の ・ ）、 年

に関 するロータリアン 名が い、 年

に する理 を めるとともに、 を 会

となります。

　　そして、最後は、６月１日（ ）から２日（日）にか

けて、「気づき　そして　感 」をテーマに、

（ 立田代小学 ）にて開催される

地区Ｒ （

　ロータリー 年リー ーシ プ ）

です。

　　 ロナ で中 していた地区Ｒ が し り

に 活します。地区 クラブから多 の 年参

加者をご いただき、充実したＲ を実施し

たいと考えております。

　　 非、 大なるご協力をお いいたします。
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皆さま、こんにちは。

上の らしいクリエイティブな は、 人的なつながりを して、また人びとが
の 熱や 味を 出したときに生み出されてきました。

もちろん たちは、ポール・ リスが 人の ループを めてロータリーを 立したことをよ
く っています。

同様に、１ ０年代 ば、テク ロ ーへの 熱を分かち っていることを ったスティー
ブ・ ブ とスティーブ・ ォ ア クは、ア プルの ン ーターの最 のプロトタ
イプを るためにガレー に を えました。

イ ーシ ン（ 新）とは に ったことではありません

１ ４年の 協議会での 中、地区ガバナーエレクトだったナイ ェリアのエマ エ
ル・ルフ デ とドイ のロバート・ ン ー の 人が、 子の について会話を
わしました。 らはす に、同じ目 を分かち っているだけでなく、それらの課題に取り組
ために協力するのを楽しんでいることに気づきました。

この が 多くのプロ ェクトのきっかけとなり、「 子のリプロ クティブ・ ルスのロー
タリー行動 ループ」の 立へとつながりました。その結 、リスクのある出 年 の 性
１００ 人に支援を し るプロ ェクトが生まれました。

このプロ ェクトは、ロータリーの２ 目の大 プロ ラム補 の受 プロ ラム「ナイ
ェリアの の のための協力」（

）のインス レーシ ンとなりました。プロ ラムは現在、ナイ ェリア全 で同
様の結 を出すために取り組んでいます。

たちは今日の午後の シ ンで、ロータリー会員の参加を し、組 の 長を後 しする
新的で新しい方 を み出して 進するために、つながりと 熱を活かすことについて話し

ていきます。

会員増強 当ディレクターのブライアン・ ン が、会員のために参加者中心の体 を す
ることの重要性についてお話しします。また、活動分野に基づくクラブを最近立ち上げたバー

ア・マ ン ーさんから、新クラブを立ち上げるためのアイデアをご いただきます。

たちは、地区ガバナーの皆さまだけでロータリーを り すことを期 しているわけではあ
りません。

アー ク会長エレクトが今 たように、ロータリーの行動計画は、 新と協力を じて、
ロータリーの 長のために皆さまが重要な役 を たせることを しています。特に、新しく
てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
を て、クラブが変わる必要性を えていたのを えています。

は 度となくこう言いました：「なあ、 ン、会員が り、新会員が入会してこないが、
それは たちが と変化に しているからだ。会員の ー と期 に った体 がクラブ
でできるようにする必要がある」

のこの言 は２０年前に しく、今も 実であり けています。世 は に変化し、ロー
タリーはそれに わせて変化する必要があるからです。 たちはその ースに いついていま
せん。

ここにいくつかの く きデータがあります。 ５年間、２０ ー ントの地区が、新クラ
ブを一つも 立していません。一つもです。昨年度には、４８ ー ントの地区が新クラブを
立しませんでした。

入会 者フォームでロータリーへの入会に関心を してきた人の３４ は、地区リー ーか
らフォローア プを受けませんでした。入会した新会員のうち、１０ 上が入会後１年
に 会しています。 会者の は、クラブでの 年 がわ か３年 です。

これはよいことではありません。 会した会員は、ロータリーに する 定的な 方を かの
人と 有しますから、ロータリーブランドにも が びます。

実 、 年間に して年間 １５ 人がロータリーに入会しましたが、同じく年間 １５
人の会員が 会しています。これは動きがないということではなく、 れを取っているとい

うことです。

クラブで こることは、クラブ会長の 任だけではありません。それは、皆さまの 任、理事
会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
会員や入会 補者に しているバリ ープロポ シ ンと体 の について再検討できる
よう手 けする必要があります。

たとえクラブがうまく行っていても、改 の 地は常にあります。フィリ ンのナガ・ロータ
リークラブがその良い例です。このクラブは６ 年の があり、地区で 的なクラブと
なされています。地 会で活 に活動し、その活動は一 して く されています。その
な理 は、クラブでの体 をよりよくする方 について新会員から を っていることです。

的な計画を じて長期目 を立て、会員へのアン ートを実施して、何がうまくいってい
て、何がうまくいっていないのかを ています。 かのクラブの活動に目を向け、最も良い
アイデアを しています。奉仕プロ ェクトでは、 いに補 する なるス ルを つ会員
が、 人一組になって取り組みます。

また、クラブの例会や奉仕プロ ェクト にも、親睦の時間を けて会員同士のつながりを
め、バランスの取れた生活を りながらもクラブ会員であることから大きな が られる

ことを入会 補者に しています。これこそ、 れたクラブが れ けるための方 です。改
の 地を 的に つけているのです。

的新しいクラブが らしいクラブになる方 は、 新です。 ルーのルーレン・イー ・
ロータリークラブは、入会者の において、 かとは うことを みました。入会 者が
クラブに受け入れられるには、ま 奉仕プロ ェクトでリー ーシ プを しなければなり
ません。これは常識 れに えるかもしれません。会員基 を げたいのに、な あえて入会
をもっと難しくするのか

それは、その ティでは、そのアプロー が有 だからです。現在までの結 は く
きものです。今年度のはじめ、このクラブの会員 は３５人でした。現在、会員 は５ 人に
まで増えています。さらに、入会前からクラブの活動に く関 している新会員たちは、
的で 身的なロータリアンとなっています。

これらは、フィリ ンと ルーでうまく行っていることの つの例に ません。皆さまの地
区でうまくいく 新とアプロー は、これらとはまったく うものかもしれません。

だからこそ、皆さまのリー ーシ プが重要なのです。 新の精神を み、クラブのリー ー
が自分たちに ったクリエイティブな を つけて実行できるように支援する 務が、皆
さまに委ねられています。

会員が っている地 、クラブが し、 している地 では、 を ち り、この
らしい組 に入会してもらいたいと たちが う人びとにとって 力的な新しい 新的なクラ
ブ デルの開 に 点を当てる必要があります。

もちろん、 たちの中 的 （ アバリ ー）、すなわち四つのテスト、奉仕と親睦、 理と
さは して変わることはできません。でも、それ はどうでし う 何ごとも です。

どんなに に例会を開こうと、点 しようと を おうと、それがクラブを支え、クラブの
と 長につながるなら、それでよいでし う。しかし、そうでない場 は、そうした

をやめ、もっとよいものに置き えてみてください。

時に、最 の は、良いアイデアのリストを って、それをす て してみることです。
シ ・シティ イド・ ー ス・ロータリークラブは、 の例会場で イブリ ド例会を
行う スポートクラブであり、シ とその 辺で 性の いさまざまな奉仕プロ ェクト
を常に行っています。

時に、最 の は、 にとっても 事を簡単にすることです。しばしば、 まった日時に
形式に って行われる例会に出席できない、または 味がないという人が、奉仕プロ ェクト
への参加には 熱を っている場 があります。

（ ）クラブは、このような人にロータリーへの入会を す らしい方
で す。これらのクラブは、その名の り、 の クラブに 間として します。

クラブの会員は、 の クラブに会 全 を いますが、例会への出
席は義務づけられません。代わりに、これらの会員の入会理 である奉仕活動を行うために、
奉仕プロ ェクトに参加するだけです。このような クラブはす ての に

っているわけではありませんが、 しています。

また、 の奉仕プロ ェクトに関心のある い 人たちを きつけている
クラブの例は 多くあります。実 、これらのクラブにおける 会 は、 クラブの
分です。ですから、選択 や 性がないわけではありません。明日のロータリーの は、
今、ロータリーのリー ーである皆さまの力のうちにあります。

から皆さまに びかけたい行動は、次のことです：地区ガバナーとして、新クラブを 立す
るために何ができるかを考える必要があります。そのために しだけルールを ることさえ必
要かもしれません。

先 ど、 ５年間に２０ ー ントの地区が新クラブを 立していないこと、昨年度に４８
ー ントの地区が新クラブを 立していないことをお えしました。皆さまの年度にこれを

変えなければなりません。新クラブは、参加者の基 を げる最良の 会となるからです。

地 に し、 にクラブを結 する 会があるかどうか確認することを検討してみま
し う。最近 した人が参加できる新しい方 を考えまし う。これらの人びとは、新たな
会員基 を 長させる大きな となる 性があります。 味やその かの親睦活動を中心に
クラブを結 することもできます。

人と人をつな 新しい方 に心を開き、新しいクラブのアイデアについて地区の かの方 と
定期的に話し ってください。また、 長への のりは、新クラブの結 だけではないことも

えておきまし う。 しているクラブには、会員の参加を し、会員にとって に意義あ
る を える体 を する方 を つけるよう する必要があります。

しかし最も重要なのは、ロバート・ ン ー とエマ エル・ルフ デ が１ ４年

にそうしたように、この 協議会を してつながり、アイデアを 有することです。

最後に、スティーブ・ ブ の言 をご します。 はア プル の を けただけで
な く、一度 し、同 が だったときに しました。当時、 イテク の多く
の人 は、同 の最 期は終わったと考えていました。

ブ は、ア プル を う 一の方 は 新であることを っていました。 はこう言い
ました：「ア プル 再 の は、 を することではない。現在の から け出す

新な方 を み出すことだ。 れた を し ければ、顧 はいつでも を開いてく
れると、 たちは信じていた」

新の必要性は当時のア プル に当てはまり、同様に現在のロータリーにも当てはまりま
す。

協議会の残りをお楽しみください。ご ありがとうございました。
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皆さま、こんにちは。

上の らしいクリエイティブな は、 人的なつながりを して、また人びとが
の 熱や 味を 出したときに生み出されてきました。

もちろん たちは、ポール・ リスが 人の ループを めてロータリーを 立したことをよ
く っています。

同様に、１ ０年代 ば、テク ロ ーへの 熱を分かち っていることを ったスティー
ブ・ ブ とスティーブ・ ォ ア クは、ア プルの ン ーターの最 のプロトタ
イプを るためにガレー に を えました。

イ ーシ ン（ 新）とは に ったことではありません

１ ４年の 協議会での 中、地区ガバナーエレクトだったナイ ェリアのエマ エ
ル・ルフ デ とドイ のロバート・ ン ー の 人が、 子の について会話を
わしました。 らはす に、同じ目 を分かち っているだけでなく、それらの課題に取り組
ために協力するのを楽しんでいることに気づきました。

この が 多くのプロ ェクトのきっかけとなり、「 子のリプロ クティブ・ ルスのロー
タリー行動 ループ」の 立へとつながりました。その結 、リスクのある出 年 の 性
１００ 人に支援を し るプロ ェクトが生まれました。

このプロ ェクトは、ロータリーの２ 目の大 プロ ラム補 の受 プロ ラム「ナイ
ェリアの の のための協力」（

）のインス レーシ ンとなりました。プロ ラムは現在、ナイ ェリア全 で同
様の結 を出すために取り組んでいます。

たちは今日の午後の シ ンで、ロータリー会員の参加を し、組 の 長を後 しする
新的で新しい方 を み出して 進するために、つながりと 熱を活かすことについて話し

ていきます。

会員増強 当ディレクターのブライアン・ ン が、会員のために参加者中心の体 を す
ることの重要性についてお話しします。また、活動分野に基づくクラブを最近立ち上げたバー

ア・マ ン ーさんから、新クラブを立ち上げるためのアイデアをご いただきます。

たちは、地区ガバナーの皆さまだけでロータリーを り すことを期 しているわけではあ
りません。

アー ク会長エレクトが今 たように、ロータリーの行動計画は、 新と協力を じて、
ロータリーの 長のために皆さまが重要な役 を たせることを しています。特に、新しく
てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
を て、クラブが変わる必要性を えていたのを えています。

は 度となくこう言いました：「なあ、 ン、会員が り、新会員が入会してこないが、
それは たちが と変化に しているからだ。会員の ー と期 に った体 がクラブ
でできるようにする必要がある」

のこの言 は２０年前に しく、今も 実であり けています。世 は に変化し、ロー
タリーはそれに わせて変化する必要があるからです。 たちはその ースに いついていま
せん。

ここにいくつかの く きデータがあります。 ５年間、２０ ー ントの地区が、新クラ
ブを一つも 立していません。一つもです。昨年度には、４８ ー ントの地区が新クラブを
立しませんでした。

入会 者フォームでロータリーへの入会に関心を してきた人の３４ は、地区リー ーか
らフォローア プを受けませんでした。入会した新会員のうち、１０ 上が入会後１年
に 会しています。 会者の は、クラブでの 年 がわ か３年 です。

これはよいことではありません。 会した会員は、ロータリーに する 定的な 方を かの
人と 有しますから、ロータリーブランドにも が びます。

実 、 年間に して年間 １５ 人がロータリーに入会しましたが、同じく年間 １５
人の会員が 会しています。これは動きがないということではなく、 れを取っているとい

うことです。

クラブで こることは、クラブ会長の 任だけではありません。それは、皆さまの 任、理事
会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
会員や入会 補者に しているバリ ープロポ シ ンと体 の について再検討できる
よう手 けする必要があります。

たとえクラブがうまく行っていても、改 の 地は常にあります。フィリ ンのナガ・ロータ
リークラブがその良い例です。このクラブは６ 年の があり、地区で 的なクラブと
なされています。地 会で活 に活動し、その活動は一 して く されています。その
な理 は、クラブでの体 をよりよくする方 について新会員から を っていることです。

的な計画を じて長期目 を立て、会員へのアン ートを実施して、何がうまくいってい
て、何がうまくいっていないのかを ています。 かのクラブの活動に目を向け、最も良い
アイデアを しています。奉仕プロ ェクトでは、 いに補 する なるス ルを つ会員
が、 人一組になって取り組みます。

また、クラブの例会や奉仕プロ ェクト にも、親睦の時間を けて会員同士のつながりを
め、バランスの取れた生活を りながらもクラブ会員であることから大きな が られる

ことを入会 補者に しています。これこそ、 れたクラブが れ けるための方 です。改
の 地を 的に つけているのです。

的新しいクラブが らしいクラブになる方 は、 新です。 ルーのルーレン・イー ・
ロータリークラブは、入会者の において、 かとは うことを みました。入会 者が
クラブに受け入れられるには、ま 奉仕プロ ェクトでリー ーシ プを しなければなり
ません。これは常識 れに えるかもしれません。会員基 を げたいのに、な あえて入会
をもっと難しくするのか

それは、その ティでは、そのアプロー が有 だからです。現在までの結 は く
きものです。今年度のはじめ、このクラブの会員 は３５人でした。現在、会員 は５ 人に
まで増えています。さらに、入会前からクラブの活動に く関 している新会員たちは、
的で 身的なロータリアンとなっています。

これらは、フィリ ンと ルーでうまく行っていることの つの例に ません。皆さまの地
区でうまくいく 新とアプロー は、これらとはまったく うものかもしれません。

だからこそ、皆さまのリー ーシ プが重要なのです。 新の精神を み、クラブのリー ー
が自分たちに ったクリエイティブな を つけて実行できるように支援する 務が、皆
さまに委ねられています。

会員が っている地 、クラブが し、 している地 では、 を ち り、この
らしい組 に入会してもらいたいと たちが う人びとにとって 力的な新しい 新的なクラ
ブ デルの開 に 点を当てる必要があります。

もちろん、 たちの中 的 （ アバリ ー）、すなわち四つのテスト、奉仕と親睦、 理と
さは して変わることはできません。でも、それ はどうでし う 何ごとも です。

どんなに に例会を開こうと、点 しようと を おうと、それがクラブを支え、クラブの
と 長につながるなら、それでよいでし う。しかし、そうでない場 は、そうした

をやめ、もっとよいものに置き えてみてください。

時に、最 の は、良いアイデアのリストを って、それをす て してみることです。
シ ・シティ イド・ ー ス・ロータリークラブは、 の例会場で イブリ ド例会を
行う スポートクラブであり、シ とその 辺で 性の いさまざまな奉仕プロ ェクト
を常に行っています。

時に、最 の は、 にとっても 事を簡単にすることです。しばしば、 まった日時に
形式に って行われる例会に出席できない、または 味がないという人が、奉仕プロ ェクト
への参加には 熱を っている場 があります。

（ ）クラブは、このような人にロータリーへの入会を す らしい方
で す。これらのクラブは、その名の り、 の クラブに 間として します。

クラブの会員は、 の クラブに会 全 を いますが、例会への出
席は義務づけられません。代わりに、これらの会員の入会理 である奉仕活動を行うために、
奉仕プロ ェクトに参加するだけです。このような クラブはす ての に
っているわけではありませんが、 しています。

また、 の奉仕プロ ェクトに関心のある い 人たちを きつけている
クラブの例は 多くあります。実 、これらのクラブにおける 会 は、 クラブの
分です。ですから、選択 や 性がないわけではありません。明日のロータリーの は、
今、ロータリーのリー ーである皆さまの力のうちにあります。

から皆さまに びかけたい行動は、次のことです：地区ガバナーとして、新クラブを 立す
るために何ができるかを考える必要があります。そのために しだけルールを ることさえ必
要かもしれません。

先 ど、 ５年間に２０ ー ントの地区が新クラブを 立していないこと、昨年度に４８
ー ントの地区が新クラブを 立していないことをお えしました。皆さまの年度にこれを

変えなければなりません。新クラブは、参加者の基 を げる最良の 会となるからです。

地 に し、 にクラブを結 する 会があるかどうか確認することを検討してみま
し う。最近 した人が参加できる新しい方 を考えまし う。これらの人びとは、新たな
会員基 を 長させる大きな となる 性があります。 味やその かの親睦活動を中心に
クラブを結 することもできます。

人と人をつな 新しい方 に心を開き、新しいクラブのアイデアについて地区の かの方 と
定期的に話し ってください。また、 長への のりは、新クラブの結 だけではないことも

えておきまし う。 しているクラブには、会員の参加を し、会員にとって に意義あ
る を える体 を する方 を つけるよう する必要があります。

しかし最も重要なのは、ロバート・ ン ー とエマ エル・ルフ デ が１ ４年

にそうしたように、この 協議会を してつながり、アイデアを 有することです。

最後に、スティーブ・ ブ の言 をご します。 はア プル の を けただけで
な く、一度 し、同 が だったときに しました。当時、 イテク の多く
の人 は、同 の最 期は終わったと考えていました。

ブ は、ア プル を う 一の方 は 新であることを っていました。 はこう言い
ました：「ア プル 再 の は、 を することではない。現在の から け出す

新な方 を み出すことだ。 れた を し ければ、顧 はいつでも を開いてく
れると、 たちは信じていた」

新の必要性は当時のア プル に当てはまり、同様に現在のロータリーにも当てはまりま
す。

協議会の残りをお楽しみください。ご ありがとうございました。



皆さま、こんにちは。

上の らしいクリエイティブな は、 人的なつながりを して、また人びとが
の 熱や 味を 出したときに生み出されてきました。

もちろん たちは、ポール・ リスが 人の ループを めてロータリーを 立したことをよ
く っています。

同様に、１ ０年代 ば、テク ロ ーへの 熱を分かち っていることを ったスティー
ブ・ ブ とスティーブ・ ォ ア クは、ア プルの ン ーターの最 のプロトタ
イプを るためにガレー に を えました。

イ ーシ ン（ 新）とは に ったことではありません

１ ４年の 協議会での 中、地区ガバナーエレクトだったナイ ェリアのエマ エ
ル・ルフ デ とドイ のロバート・ ン ー の 人が、 子の について会話を
わしました。 らはす に、同じ目 を分かち っているだけでなく、それらの課題に取り組
ために協力するのを楽しんでいることに気づきました。

この が 多くのプロ ェクトのきっかけとなり、「 子のリプロ クティブ・ ルスのロー
タリー行動 ループ」の 立へとつながりました。その結 、リスクのある出 年 の 性
１００ 人に支援を し るプロ ェクトが生まれました。

このプロ ェクトは、ロータリーの２ 目の大 プロ ラム補 の受 プロ ラム「ナイ
ェリアの の のための協力」（

）のインス レーシ ンとなりました。プロ ラムは現在、ナイ ェリア全 で同
様の結 を出すために取り組んでいます。

たちは今日の午後の シ ンで、ロータリー会員の参加を し、組 の 長を後 しする
新的で新しい方 を み出して 進するために、つながりと 熱を活かすことについて話し

ていきます。

会員増強 当ディレクターのブライアン・ ン が、会員のために参加者中心の体 を す
ることの重要性についてお話しします。また、活動分野に基づくクラブを最近立ち上げたバー

ア・マ ン ーさんから、新クラブを立ち上げるためのアイデアをご いただきます。

たちは、地区ガバナーの皆さまだけでロータリーを り すことを期 しているわけではあ
りません。

アー ク会長エレクトが今 たように、ロータリーの行動計画は、 新と協力を じて、
ロータリーの 長のために皆さまが重要な役 を たせることを しています。特に、新しく
てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
を て、クラブが変わる必要性を えていたのを えています。

は 度となくこう言いました：「なあ、 ン、会員が り、新会員が入会してこないが、
それは たちが と変化に しているからだ。会員の ー と期 に った体 がクラブ
でできるようにする必要がある」

のこの言 は２０年前に しく、今も 実であり けています。世 は に変化し、ロー
タリーはそれに わせて変化する必要があるからです。 たちはその ースに いついていま
せん。

ここにいくつかの く きデータがあります。 ５年間、２０ ー ントの地区が、新クラ
ブを一つも 立していません。一つもです。昨年度には、４８ ー ントの地区が新クラブを
立しませんでした。
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に 会しています。 会者の は、クラブでの 年 がわ か３年 です。

これはよいことではありません。 会した会員は、ロータリーに する 定的な 方を かの
人と 有しますから、ロータリーブランドにも が びます。
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会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
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よう手 けする必要があります。
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会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
会員や入会 補者に しているバリ ープロポ シ ンと体 の について再検討できる
よう手 けする必要があります。

たとえクラブがうまく行っていても、改 の 地は常にあります。フィリ ンのナガ・ロータ
リークラブがその良い例です。このクラブは６ 年の があり、地区で 的なクラブと
なされています。地 会で活 に活動し、その活動は一 して く されています。その
な理 は、クラブでの体 をよりよくする方 について新会員から を っていることです。

的な計画を じて長期目 を立て、会員へのアン ートを実施して、何がうまくいってい
て、何がうまくいっていないのかを ています。 かのクラブの活動に目を向け、最も良い
アイデアを しています。奉仕プロ ェクトでは、 いに補 する なるス ルを つ会員
が、 人一組になって取り組みます。

また、クラブの例会や奉仕プロ ェクト にも、親睦の時間を けて会員同士のつながりを
め、バランスの取れた生活を りながらもクラブ会員であることから大きな が られる

ことを入会 補者に しています。これこそ、 れたクラブが れ けるための方 です。改
の 地を 的に つけているのです。

的新しいクラブが らしいクラブになる方 は、 新です。 ルーのルーレン・イー ・
ロータリークラブは、入会者の において、 かとは うことを みました。入会 者が
クラブに受け入れられるには、ま 奉仕プロ ェクトでリー ーシ プを しなければなり
ません。これは常識 れに えるかもしれません。会員基 を げたいのに、な あえて入会
をもっと難しくするのか

それは、その ティでは、そのアプロー が有 だからです。現在までの結 は く
きものです。今年度のはじめ、このクラブの会員 は３５人でした。現在、会員 は５ 人に
まで増えています。さらに、入会前からクラブの活動に く関 している新会員たちは、
的で 身的なロータリアンとなっています。

これらは、フィリ ンと ルーでうまく行っていることの つの例に ません。皆さまの地
区でうまくいく 新とアプロー は、これらとはまったく うものかもしれません。

だからこそ、皆さまのリー ーシ プが重要なのです。 新の精神を み、クラブのリー ー
が自分たちに ったクリエイティブな を つけて実行できるように支援する 務が、皆
さまに委ねられています。

会員が っている地 、クラブが し、 している地 では、 を ち り、この
らしい組 に入会してもらいたいと たちが う人びとにとって 力的な新しい 新的なクラ
ブ デルの開 に 点を当てる必要があります。

もちろん、 たちの中 的 （ アバリ ー）、すなわち四つのテスト、奉仕と親睦、 理と
さは して変わることはできません。でも、それ はどうでし う 何ごとも です。

どんなに に例会を開こうと、点 しようと を おうと、それがクラブを支え、クラブの
と 長につながるなら、それでよいでし う。しかし、そうでない場 は、そうした

をやめ、もっとよいものに置き えてみてください。

時に、最 の は、良いアイデアのリストを って、それをす て してみることです。
シ ・シティ イド・ ー ス・ロータリークラブは、 の例会場で イブリ ド例会を
行う スポートクラブであり、シ とその 辺で 性の いさまざまな奉仕プロ ェクト
を常に行っています。

時に、最 の は、 にとっても 事を簡単にすることです。しばしば、 まった日時に
形式に って行われる例会に出席できない、または 味がないという人が、奉仕プロ ェクト
への参加には 熱を っている場 があります。

（ ）クラブは、このような人にロータリーへの入会を す らしい方
で す。これらのクラブは、その名の り、 の クラブに 間として します。

クラブの会員は、 の クラブに会 全 を いますが、例会への出
席は義務づけられません。代わりに、これらの会員の入会理 である奉仕活動を行うために、
奉仕プロ ェクトに参加するだけです。このような クラブはす ての に
っているわけではありませんが、 しています。

また、 の奉仕プロ ェクトに関心のある い 人たちを きつけている
クラブの例は 多くあります。実 、これらのクラブにおける 会 は、 クラブの
分です。ですから、選択 や 性がないわけではありません。明日のロータリーの は、
今、ロータリーのリー ーである皆さまの力のうちにあります。

から皆さまに びかけたい行動は、次のことです：地区ガバナーとして、新クラブを 立す
るために何ができるかを考える必要があります。そのために しだけルールを ることさえ必
要かもしれません。

先 ど、 ５年間に２０ ー ントの地区が新クラブを 立していないこと、昨年度に４８
ー ントの地区が新クラブを 立していないことをお えしました。皆さまの年度にこれを

変えなければなりません。新クラブは、参加者の基 を げる最良の 会となるからです。

地 に し、 にクラブを結 する 会があるかどうか確認することを検討してみま
し う。最近 した人が参加できる新しい方 を考えまし う。これらの人びとは、新たな
会員基 を 長させる大きな となる 性があります。 味やその かの親睦活動を中心に
クラブを結 することもできます。

人と人をつな 新しい方 に心を開き、新しいクラブのアイデアについて地区の かの方 と
定期的に話し ってください。また、 長への のりは、新クラブの結 だけではないことも

えておきまし う。 しているクラブには、会員の参加を し、会員にとって に意義あ
る を える体 を する方 を つけるよう する必要があります。

しかし最も重要なのは、ロバート・ ン ー とエマ エル・ルフ デ が１ ４年

にそうしたように、この 協議会を してつながり、アイデアを 有することです。

最後に、スティーブ・ ブ の言 をご します。 はア プル の を けただけで
な く、一度 し、同 が だったときに しました。当時、 イテク の多く
の人 は、同 の最 期は終わったと考えていました。

ブ は、ア プル を う 一の方 は 新であることを っていました。 はこう言い
ました：「ア プル 再 の は、 を することではない。現在の から け出す

新な方 を み出すことだ。 れた を し ければ、顧 はいつでも を開いてく
れると、 たちは信じていた」

新の必要性は当時のア プル に当てはまり、同様に現在のロータリーにも当てはまりま
す。

協議会の残りをお楽しみください。ご ありがとうございました。

皆さま、こんにちは。

上の らしいクリエイティブな は、 人的なつながりを して、また人びとが
の 熱や 味を 出したときに生み出されてきました。

もちろん たちは、ポール・ リスが 人の ループを めてロータリーを 立したことをよ
く っています。

同様に、１ ０年代 ば、テク ロ ーへの 熱を分かち っていることを ったスティー
ブ・ ブ とスティーブ・ ォ ア クは、ア プルの ン ーターの最 のプロトタ
イプを るためにガレー に を えました。

イ ーシ ン（ 新）とは に ったことではありません

１ ４年の 協議会での 中、地区ガバナーエレクトだったナイ ェリアのエマ エ
ル・ルフ デ とドイ のロバート・ ン ー の 人が、 子の について会話を
わしました。 らはす に、同じ目 を分かち っているだけでなく、それらの課題に取り組
ために協力するのを楽しんでいることに気づきました。

この が 多くのプロ ェクトのきっかけとなり、「 子のリプロ クティブ・ ルスのロー
タリー行動 ループ」の 立へとつながりました。その結 、リスクのある出 年 の 性
１００ 人に支援を し るプロ ェクトが生まれました。

このプロ ェクトは、ロータリーの２ 目の大 プロ ラム補 の受 プロ ラム「ナイ
ェリアの の のための協力」（

）のインス レーシ ンとなりました。プロ ラムは現在、ナイ ェリア全 で同
様の結 を出すために取り組んでいます。

たちは今日の午後の シ ンで、ロータリー会員の参加を し、組 の 長を後 しする
新的で新しい方 を み出して 進するために、つながりと 熱を活かすことについて話し

ていきます。

会員増強 当ディレクターのブライアン・ ン が、会員のために参加者中心の体 を す
ることの重要性についてお話しします。また、活動分野に基づくクラブを最近立ち上げたバー

ア・マ ン ーさんから、新クラブを立ち上げるためのアイデアをご いただきます。

たちは、地区ガバナーの皆さまだけでロータリーを り すことを期 しているわけではあ
りません。

アー ク会長エレクトが今 たように、ロータリーの行動計画は、 新と協力を じて、
ロータリーの 長のために皆さまが重要な役 を たせることを しています。特に、新しく
てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
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てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
を て、クラブが変わる必要性を えていたのを えています。

は 度となくこう言いました：「なあ、 ン、会員が り、新会員が入会してこないが、
それは たちが と変化に しているからだ。会員の ー と期 に った体 がクラブ
でできるようにする必要がある」

のこの言 は２０年前に しく、今も 実であり けています。世 は に変化し、ロー
タリーはそれに わせて変化する必要があるからです。 たちはその ースに いついていま
せん。

ここにいくつかの く きデータがあります。 ５年間、２０ ー ントの地区が、新クラ
ブを一つも 立していません。一つもです。昨年度には、４８ ー ントの地区が新クラブを
立しませんでした。

入会 者フォームでロータリーへの入会に関心を してきた人の３４ は、地区リー ーか
らフォローア プを受けませんでした。入会した新会員のうち、１０ 上が入会後１年
に 会しています。 会者の は、クラブでの 年 がわ か３年 です。

これはよいことではありません。 会した会員は、ロータリーに する 定的な 方を かの
人と 有しますから、ロータリーブランドにも が びます。

実 、 年間に して年間 １５ 人がロータリーに入会しましたが、同じく年間 １５
人の会員が 会しています。これは動きがないということではなく、 れを取っているとい

うことです。

クラブで こることは、クラブ会長の 任だけではありません。それは、皆さまの 任、理事
会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
会員や入会 補者に しているバリ ープロポ シ ンと体 の について再検討できる
よう手 けする必要があります。

たとえクラブがうまく行っていても、改 の 地は常にあります。フィリ ンのナガ・ロータ
リークラブがその良い例です。このクラブは６ 年の があり、地区で 的なクラブと
なされています。地 会で活 に活動し、その活動は一 して く されています。その
な理 は、クラブでの体 をよりよくする方 について新会員から を っていることです。

的な計画を じて長期目 を立て、会員へのアン ートを実施して、何がうまくいってい
て、何がうまくいっていないのかを ています。 かのクラブの活動に目を向け、最も良い
アイデアを しています。奉仕プロ ェクトでは、 いに補 する なるス ルを つ会員
が、 人一組になって取り組みます。

また、クラブの例会や奉仕プロ ェクト にも、親睦の時間を けて会員同士のつながりを
め、バランスの取れた生活を りながらもクラブ会員であることから大きな が られる

ことを入会 補者に しています。これこそ、 れたクラブが れ けるための方 です。改
の 地を 的に つけているのです。

的新しいクラブが らしいクラブになる方 は、 新です。 ルーのルーレン・イー ・
ロータリークラブは、入会者の において、 かとは うことを みました。入会 者が
クラブに受け入れられるには、ま 奉仕プロ ェクトでリー ーシ プを しなければなり
ません。これは常識 れに えるかもしれません。会員基 を げたいのに、な あえて入会
をもっと難しくするのか

それは、その ティでは、そのアプロー が有 だからです。現在までの結 は く
きものです。今年度のはじめ、このクラブの会員 は３５人でした。現在、会員 は５ 人に
まで増えています。さらに、入会前からクラブの活動に く関 している新会員たちは、
的で 身的なロータリアンとなっています。

これらは、フィリ ンと ルーでうまく行っていることの つの例に ません。皆さまの地
区でうまくいく 新とアプロー は、これらとはまったく うものかもしれません。

だからこそ、皆さまのリー ーシ プが重要なのです。 新の精神を み、クラブのリー ー
が自分たちに ったクリエイティブな を つけて実行できるように支援する 務が、皆
さまに委ねられています。

会員が っている地 、クラブが し、 している地 では、 を ち り、この
らしい組 に入会してもらいたいと たちが う人びとにとって 力的な新しい 新的なクラ
ブ デルの開 に 点を当てる必要があります。

もちろん、 たちの中 的 （ アバリ ー）、すなわち四つのテスト、奉仕と親睦、 理と
さは して変わることはできません。でも、それ はどうでし う 何ごとも です。

どんなに に例会を開こうと、点 しようと を おうと、それがクラブを支え、クラブの
と 長につながるなら、それでよいでし う。しかし、そうでない場 は、そうした

をやめ、もっとよいものに置き えてみてください。

時に、最 の は、良いアイデアのリストを って、それをす て してみることです。
シ ・シティ イド・ ー ス・ロータリークラブは、 の例会場で イブリ ド例会を
行う スポートクラブであり、シ とその 辺で 性の いさまざまな奉仕プロ ェクト
を常に行っています。

時に、最 の は、 にとっても 事を簡単にすることです。しばしば、 まった日時に
形式に って行われる例会に出席できない、または 味がないという人が、奉仕プロ ェクト
への参加には 熱を っている場 があります。

（ ）クラブは、このような人にロータリーへの入会を す らしい方
で す。これらのクラブは、その名の り、 の クラブに 間として します。

クラブの会員は、 の クラブに会 全 を いますが、例会への出
席は義務づけられません。代わりに、これらの会員の入会理 である奉仕活動を行うために、
奉仕プロ ェクトに参加するだけです。このような クラブはす ての に
っているわけではありませんが、 しています。

また、 の奉仕プロ ェクトに関心のある い 人たちを きつけている
クラブの例は 多くあります。実 、これらのクラブにおける 会 は、 クラブの
分です。ですから、選択 や 性がないわけではありません。明日のロータリーの は、
今、ロータリーのリー ーである皆さまの力のうちにあります。

から皆さまに びかけたい行動は、次のことです：地区ガバナーとして、新クラブを 立す
るために何ができるかを考える必要があります。そのために しだけルールを ることさえ必
要かもしれません。

先 ど、 ５年間に２０ ー ントの地区が新クラブを 立していないこと、昨年度に４８
ー ントの地区が新クラブを 立していないことをお えしました。皆さまの年度にこれを

変えなければなりません。新クラブは、参加者の基 を げる最良の 会となるからです。

地 に し、 にクラブを結 する 会があるかどうか確認することを検討してみま
し う。最近 した人が参加できる新しい方 を考えまし う。これらの人びとは、新たな
会員基 を 長させる大きな となる 性があります。 味やその かの親睦活動を中心に
クラブを結 することもできます。

人と人をつな 新しい方 に心を開き、新しいクラブのアイデアについて地区の かの方 と
定期的に話し ってください。また、 長への のりは、新クラブの結 だけではないことも

えておきまし う。 しているクラブには、会員の参加を し、会員にとって に意義あ
る を える体 を する方 を つけるよう する必要があります。

しかし最も重要なのは、ロバート・ ン ー とエマ エル・ルフ デ が１ ４年

にそうしたように、この 協議会を してつながり、アイデアを 有することです。

最後に、スティーブ・ ブ の言 をご します。 はア プル の を けただけで
な く、一度 し、同 が だったときに しました。当時、 イテク の多く
の人 は、同 の最 期は終わったと考えていました。

ブ は、ア プル を う 一の方 は 新であることを っていました。 はこう言い
ました：「ア プル 再 の は、 を することではない。現在の から け出す

新な方 を み出すことだ。 れた を し ければ、顧 はいつでも を開いてく
れると、 たちは信じていた」

新の必要性は当時のア プル に当てはまり、同様に現在のロータリーにも当てはまりま
す。

協議会の残りをお楽しみください。ご ありがとうございました。

新庄東高校インターアクトクラブ
活動視察報告

インターアクト委員　 長 　 （新 ＲＣ）

　１月１６日（火）２時５０分より伊藤ガバナー び ストガバナーはじめ地区委員の方 、

またスポン ークラブから 名の計１４名参加で新 のインターアクトクラブの活動

を させていただきました。

　活動の はフードロスを し、子ども へフードドライブを すための 活動と

人施 を 問するときに する ンド ル の２つでした。

　ま はフードロスしない。その上でその を 味期 が れる前に子ども へ して

もらうためにはどうすればいいか、どんな であれば できるのか、どうやってこの活動

を めていくか 、さまざまな や意 が び いとても活 な話し いが行われており、

その 活動のためのポスター に 手していました。

　もう一つの ンド ル では、インターアクターがそれ れの ートの ンド ルを

ち、何度も何度も 楽と楽 に わせて し、 ートを確認しながら していました。

最 はあまり上手ではありませんでしたが、最後はみんなの気 ちが ンド ルに り った

かのようにとても上達していました。

　今 活動を させていただき、

参加したロータリアンはもちろんで

すが、 自身、多くを学 会をい

ただきました。また、新 に

インターアクトクラブを ってよ

かったな、もっと 援したいなと

う自分が りました。田 長先生

をはじめインターアクトクラブの活

動に わっている先生方に感 を申

し上げます。ありがとうございました。

　今後、益 の活 を期 しており

ます。

ク クラブ

鶴岡中央高校インターアクトクラブ
活動視察報告

生徒の感想（一部抜粋）

インターアクト委員　佐藤　一 （ ＲＣ）

　１月２６日 、 中央 インターアクトクラブ（ 子 長、 顧問、会員

１４名（ １ ２年生 名））の活動 会（例会訪問）が実施されました。

　伊藤三之ガバナー、 信 び佐藤 子 、 野 第２ ループガバナー補佐、

子インターアクト委員長、スポン ークラブ 田 ＲＣ会長、 ローターア

クトの 地区ローターアクト代表、 多くのロータリーアンより参加いただきました。

　１６時に中 会員による開会点 に始まり、インターアクトの を全員で し、本間

野 会長の では、部員が 代で手話を えながら行っていました。その後、会員による

手話の があり、参加者が 付けとなっていました。

　その後、伊藤ガバナーの 和があり、ロータリー 、ロータリーとは何かと、奉仕は 人

のためにするが結局自分に って る、自分が楽しいかが 、活動の神 かと う、という

ことを相変わら の熱弁で めくくりました。

　３年生が し、１・２年生 名の活動でしたが、中身の い３０分の例会でした。

・ガバナーの 話で、奉仕は、自分の人生を豊かにするためにやっているということを りま

した。奉仕活動をすることで自分自身たくさん 長することができると改めて感じました。

これからもたくさんの ランティア活動に参加していきたいです。

・ガバナーの 話で、ロータリーは １２０年の があり、もともとは４人しかいなくて

達 りのための まりだったと聞き きました。また、４人しかいなかったのに世 中に

まり今では１２０ 人 上の人がいてすごいと いました。

・世 には大 のインターアクターたちがいて、世のため人のためになることを行い、自分を

てていることを りました。ガバナーのお話を して、これからはより楽しんで 豊か

に活動していきたいと いました。

・今 の例会では、手話 に しました。間 えてしまった部分も しありましたが、最

後までしっかり頑張ることができました。まだまだ手話についてわからないことがたくさん

あるので、これからもっと手話の表現方 や意味をしっかり えていきたいです。しっかり

手話を っていけるようにしたいです。



ク クラブ

皆さま、こんにちは。

上の らしいクリエイティブな は、 人的なつながりを して、また人びとが
の 熱や 味を 出したときに生み出されてきました。

もちろん たちは、ポール・ リスが 人の ループを めてロータリーを 立したことをよ
く っています。

同様に、１ ０年代 ば、テク ロ ーへの 熱を分かち っていることを ったスティー
ブ・ ブ とスティーブ・ ォ ア クは、ア プルの ン ーターの最 のプロトタ
イプを るためにガレー に を えました。

イ ーシ ン（ 新）とは に ったことではありません

１ ４年の 協議会での 中、地区ガバナーエレクトだったナイ ェリアのエマ エ
ル・ルフ デ とドイ のロバート・ ン ー の 人が、 子の について会話を
わしました。 らはす に、同じ目 を分かち っているだけでなく、それらの課題に取り組
ために協力するのを楽しんでいることに気づきました。

この が 多くのプロ ェクトのきっかけとなり、「 子のリプロ クティブ・ ルスのロー
タリー行動 ループ」の 立へとつながりました。その結 、リスクのある出 年 の 性
１００ 人に支援を し るプロ ェクトが生まれました。

このプロ ェクトは、ロータリーの２ 目の大 プロ ラム補 の受 プロ ラム「ナイ
ェリアの の のための協力」（

）のインス レーシ ンとなりました。プロ ラムは現在、ナイ ェリア全 で同
様の結 を出すために取り組んでいます。

たちは今日の午後の シ ンで、ロータリー会員の参加を し、組 の 長を後 しする
新的で新しい方 を み出して 進するために、つながりと 熱を活かすことについて話し

ていきます。

会員増強 当ディレクターのブライアン・ ン が、会員のために参加者中心の体 を す
ることの重要性についてお話しします。また、活動分野に基づくクラブを最近立ち上げたバー

ア・マ ン ーさんから、新クラブを立ち上げるためのアイデアをご いただきます。

たちは、地区ガバナーの皆さまだけでロータリーを り すことを期 しているわけではあ
りません。

アー ク会長エレクトが今 たように、ロータリーの行動計画は、 新と協力を じて、
ロータリーの 長のために皆さまが重要な役 を たせることを しています。特に、新しく
てもっと 力的な体 を会員に する新しいクラブの 立を じてです。

新の必要性は今に始まったことではありません。 は、事務 長に 任する っと前、非常
に 身的な長年のロータリアンだった が、自分のクラブの会員 が 年間で しているの
を て、クラブが変わる必要性を えていたのを えています。

は 度となくこう言いました：「なあ、 ン、会員が り、新会員が入会してこないが、
それは たちが と変化に しているからだ。会員の ー と期 に った体 がクラブ
でできるようにする必要がある」

のこの言 は２０年前に しく、今も 実であり けています。世 は に変化し、ロー
タリーはそれに わせて変化する必要があるからです。 たちはその ースに いついていま
せん。

ここにいくつかの く きデータがあります。 ５年間、２０ ー ントの地区が、新クラ
ブを一つも 立していません。一つもです。昨年度には、４８ ー ントの地区が新クラブを
立しませんでした。

入会 者フォームでロータリーへの入会に関心を してきた人の３４ は、地区リー ーか
らフォローア プを受けませんでした。入会した新会員のうち、１０ 上が入会後１年
に 会しています。 会者の は、クラブでの 年 がわ か３年 です。

これはよいことではありません。 会した会員は、ロータリーに する 定的な 方を かの
人と 有しますから、ロータリーブランドにも が びます。

実 、 年間に して年間 １５ 人がロータリーに入会しましたが、同じく年間 １５
人の会員が 会しています。これは動きがないということではなく、 れを取っているとい

うことです。

クラブで こることは、クラブ会長の 任だけではありません。それは、皆さまの 任、理事
会の 任、 の 任、そして事務局の 任です。クラブが しているなら、そのクラブが新
会員や入会 補者に しているバリ ープロポ シ ンと体 の について再検討できる
よう手 けする必要があります。

たとえクラブがうまく行っていても、改 の 地は常にあります。フィリ ンのナガ・ロータ
リークラブがその良い例です。このクラブは６ 年の があり、地区で 的なクラブと
なされています。地 会で活 に活動し、その活動は一 して く されています。その
な理 は、クラブでの体 をよりよくする方 について新会員から を っていることです。

的な計画を じて長期目 を立て、会員へのアン ートを実施して、何がうまくいってい
て、何がうまくいっていないのかを ています。 かのクラブの活動に目を向け、最も良い
アイデアを しています。奉仕プロ ェクトでは、 いに補 する なるス ルを つ会員
が、 人一組になって取り組みます。

また、クラブの例会や奉仕プロ ェクト にも、親睦の時間を けて会員同士のつながりを
め、バランスの取れた生活を りながらもクラブ会員であることから大きな が られる

ことを入会 補者に しています。これこそ、 れたクラブが れ けるための方 です。改
の 地を 的に つけているのです。

的新しいクラブが らしいクラブになる方 は、 新です。 ルーのルーレン・イー ・
ロータリークラブは、入会者の において、 かとは うことを みました。入会 者が
クラブに受け入れられるには、ま 奉仕プロ ェクトでリー ーシ プを しなければなり
ません。これは常識 れに えるかもしれません。会員基 を げたいのに、な あえて入会
をもっと難しくするのか

それは、その ティでは、そのアプロー が有 だからです。現在までの結 は く
きものです。今年度のはじめ、このクラブの会員 は３５人でした。現在、会員 は５ 人に
まで増えています。さらに、入会前からクラブの活動に く関 している新会員たちは、
的で 身的なロータリアンとなっています。

これらは、フィリ ンと ルーでうまく行っていることの つの例に ません。皆さまの地
区でうまくいく 新とアプロー は、これらとはまったく うものかもしれません。

だからこそ、皆さまのリー ーシ プが重要なのです。 新の精神を み、クラブのリー ー
が自分たちに ったクリエイティブな を つけて実行できるように支援する 務が、皆
さまに委ねられています。

会員が っている地 、クラブが し、 している地 では、 を ち り、この
らしい組 に入会してもらいたいと たちが う人びとにとって 力的な新しい 新的なクラ
ブ デルの開 に 点を当てる必要があります。

もちろん、 たちの中 的 （ アバリ ー）、すなわち四つのテスト、奉仕と親睦、 理と
さは して変わることはできません。でも、それ はどうでし う 何ごとも です。

どんなに に例会を開こうと、点 しようと を おうと、それがクラブを支え、クラブの
と 長につながるなら、それでよいでし う。しかし、そうでない場 は、そうした

をやめ、もっとよいものに置き えてみてください。

時に、最 の は、良いアイデアのリストを って、それをす て してみることです。
シ ・シティ イド・ ー ス・ロータリークラブは、 の例会場で イブリ ド例会を
行う スポートクラブであり、シ とその 辺で 性の いさまざまな奉仕プロ ェクト
を常に行っています。

時に、最 の は、 にとっても 事を簡単にすることです。しばしば、 まった日時に
形式に って行われる例会に出席できない、または 味がないという人が、奉仕プロ ェクト
への参加には 熱を っている場 があります。

（ ）クラブは、このような人にロータリーへの入会を す らしい方
で す。これらのクラブは、その名の り、 の クラブに 間として します。

クラブの会員は、 の クラブに会 全 を いますが、例会への出
席は義務づけられません。代わりに、これらの会員の入会理 である奉仕活動を行うために、
奉仕プロ ェクトに参加するだけです。このような クラブはす ての に
っているわけではありませんが、 しています。

また、 の奉仕プロ ェクトに関心のある い 人たちを きつけている
クラブの例は 多くあります。実 、これらのクラブにおける 会 は、 クラブの
分です。ですから、選択 や 性がないわけではありません。明日のロータリーの は、
今、ロータリーのリー ーである皆さまの力のうちにあります。

から皆さまに びかけたい行動は、次のことです：地区ガバナーとして、新クラブを 立す
るために何ができるかを考える必要があります。そのために しだけルールを ることさえ必
要かもしれません。

先 ど、 ５年間に２０ ー ントの地区が新クラブを 立していないこと、昨年度に４８
ー ントの地区が新クラブを 立していないことをお えしました。皆さまの年度にこれを

変えなければなりません。新クラブは、参加者の基 を げる最良の 会となるからです。

地 に し、 にクラブを結 する 会があるかどうか確認することを検討してみま
し う。最近 した人が参加できる新しい方 を考えまし う。これらの人びとは、新たな
会員基 を 長させる大きな となる 性があります。 味やその かの親睦活動を中心に
クラブを結 することもできます。

人と人をつな 新しい方 に心を開き、新しいクラブのアイデアについて地区の かの方 と
定期的に話し ってください。また、 長への のりは、新クラブの結 だけではないことも

えておきまし う。 しているクラブには、会員の参加を し、会員にとって に意義あ
る を える体 を する方 を つけるよう する必要があります。

しかし最も重要なのは、ロバート・ ン ー とエマ エル・ルフ デ が１ ４年

にそうしたように、この 協議会を してつながり、アイデアを 有することです。

最後に、スティーブ・ ブ の言 をご します。 はア プル の を けただけで
な く、一度 し、同 が だったときに しました。当時、 イテク の多く
の人 は、同 の最 期は終わったと考えていました。

ブ は、ア プル を う 一の方 は 新であることを っていました。 はこう言い
ました：「ア プル 再 の は、 を することではない。現在の から け出す

新な方 を み出すことだ。 れた を し ければ、顧 はいつでも を開いてく
れると、 たちは信じていた」

新の必要性は当時のア プル に当てはまり、同様に現在のロータリーにも当てはまりま
す。

協議会の残りをお楽しみください。ご ありがとうございました。

新庄東高校インターアクトクラブ
活動視察報告

インターアクト委員　 長 　 （新 ＲＣ）

　１月１６日（火）２時５０分より伊藤ガバナー び ストガバナーはじめ地区委員の方 、

またスポン ークラブから 名の計１４名参加で新 のインターアクトクラブの活動

を させていただきました。

　活動の はフードロスを し、子ども へフードドライブを すための 活動と

人施 を 問するときに する ンド ル の２つでした。

　ま はフードロスしない。その上でその を 味期 が れる前に子ども へ して

もらうためにはどうすればいいか、どんな であれば できるのか、どうやってこの活動

を めていくか 、さまざまな や意 が び いとても活 な話し いが行われており、

その 活動のためのポスター に 手していました。

　もう一つの ンド ル では、インターアクターがそれ れの ートの ンド ルを

ち、何度も何度も 楽と楽 に わせて し、 ートを確認しながら していました。

最 はあまり上手ではありませんでしたが、最後はみんなの気 ちが ンド ルに り った

かのようにとても上達していました。

　今 活動を させていただき、

参加したロータリアンはもちろんで

すが、 自身、多くを学 会をい

ただきました。また、新 に

インターアクトクラブを ってよ

かったな、もっと 援したいなと

う自分が りました。田 長先生

をはじめインターアクトクラブの活

動に わっている先生方に感 を申

し上げます。ありがとうございました。

　今後、益 の活 を期 しており

ます。

ク クラブ

鶴岡中央高校インターアクトクラブ
活動視察報告

生徒の感想（一部抜粋）

インターアクト委員　佐藤　一 （ ＲＣ）

　１月２６日 、 中央 インターアクトクラブ（ 子 長、 顧問、会員

１４名（ １ ２年生 名））の活動 会（例会訪問）が実施されました。

　伊藤三之ガバナー、 信 び佐藤 子 、 野 第２ ループガバナー補佐、

子インターアクト委員長、スポン ークラブ 田 ＲＣ会長、 ローターア

クトの 地区ローターアクト代表、 多くのロータリーアンより参加いただきました。

　１６時に中 会員による開会点 に始まり、インターアクトの を全員で し、本間

野 会長の では、部員が 代で手話を えながら行っていました。その後、会員による

手話の があり、参加者が 付けとなっていました。

　その後、伊藤ガバナーの 和があり、ロータリー 、ロータリーとは何かと、奉仕は 人

のためにするが結局自分に って る、自分が楽しいかが 、活動の神 かと う、という

ことを相変わら の熱弁で めくくりました。

　３年生が し、１・２年生 名の活動でしたが、中身の い３０分の例会でした。

・ガバナーの 話で、奉仕は、自分の人生を豊かにするためにやっているということを りま

した。奉仕活動をすることで自分自身たくさん 長することができると改めて感じました。

これからもたくさんの ランティア活動に参加していきたいです。

・ガバナーの 話で、ロータリーは １２０年の があり、もともとは４人しかいなくて

達 りのための まりだったと聞き きました。また、４人しかいなかったのに世 中に

まり今では１２０ 人 上の人がいてすごいと いました。

・世 には大 のインターアクターたちがいて、世のため人のためになることを行い、自分を

てていることを りました。ガバナーのお話を して、これからはより楽しんで 豊か

に活動していきたいと いました。

・今 の例会では、手話 に しました。間 えてしまった部分も しありましたが、最

後までしっかり頑張ることができました。まだまだ手話についてわからないことがたくさん

あるので、これからもっと手話の表現方 や意味をしっかり えていきたいです。しっかり

手話を っていけるようにしたいです。



会

会

　２０２４年２月３日（ ）、２０２３学年度第２８００地区ロータリー 山 学生の終 式である

会を レス ランデールにて開催いたしました。今年度は８名の 学生が 事終 を迎えることが

できました。これも世話クラブ、 ン ラー びに会員皆様のご理 の であり、 山活動にご

同頂いた結 であって、心より感 申し上げます。　

　はじめに、伊藤ガバナーより のご を頂き、今年度一 に取り組んだ 山活動の い出話し

など心に くお言 をいただきました。 き き 学生には と在 明 の 、 ン ラー

の皆様へは感 を させて頂きました。

　その後、 学生と ン ラーの皆様よりス ー を頂きました。 学生からは ン ラーへの

感 、世話クラブでの楽しい例会や山形での楽しい い出など 多くのお話しを頂きました。 ン

ラーの皆様は日本での親として、 学生の にエールを っており れを しんでおりました。

　 きまして公益 人 山 念 学会理事大 より、「学 になられる皆様へ」と題し、

今後世 の学 会で大いに活動をして日本との け になって しいと 山 念 学会の理念をお

え頂きました。　

　最後に山形学 会 吉 会長より、山形 山学 会の活動 の説明を頂き してからも山形で

お世話になった方や 学生と「お いにつながりを ち ける」ことを れないようにと いを めた

お言 がありました。

　今年度は、 常どおり予定していた 山活動を全て行うことができました。 学生も に向かって

大いに勉学に ことができました。これからも、 学生の を皆様が かく って さいますよ

うお い申し上げます。

山 学・ 山学 委員会
委員長　 野　 （山形 ＲＣ）
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　２０２４年１月２８日（日）から１ ２日の日 で、 ライ ス ー場 び ライ ディロ を

会場に 年 ィンター ンプを開催しました。 日学生（ ）がス ー、ス ー ードを体 し

て山形の を楽し とともに、 学生同士そしてロータリアンと を ることを目的としており、

は２８００地区が単 で開催していましたが、近年、近 地区からの申し みが増え、今年は 北６ ５地

区（つまり、 北全ての地区）に がりました。ロータリアン、学生、Ｒ あわせて参加者は３１名とな

り、ガバナーを始めとする地区 の多 のロータリアンが参加したこと、 北６ 全てから 学生とロー

タリアンが多 参加したことなど、これまでで最も やかな ィンター ンプとなりました。

　参加した 日学生は１１名、地区 の は２５２０地区（ 手・ ）が３名、２５３０地区（ ）が３名、

２５４０地区（ 田）が１名、２８３０地区（ ）が１名、２８００地区（山形）が３名であり、 では

５名、メ シ ３名、 ２名、 ナ １名となりました。

　 ・ ナ からの学生は とんどがス ー、ス の 者で、アイラ（ ナ ・ ＲＣ）は、 日

時に ってきた ードや ェアで、 と り りていました。一方、メ シ 、 からの学生は

者ばかりで、ロータリアンがインストラクターとなって基 からレク ー。この日がス 体 ２ 目の

アラン（ ・ ＲＣ）は、 心者とは えない ど上達が く 囲を かせ、ス ーに した フィ（メ

シ ・ 根ＲＣ）は、指 してもらいながら次第に を んでいったようでした。 が心配されまし

たが、ち うど新 が もって もよく、ス ー場の上部では 原を めることができました。

　２日間にわたり、ス ー、ス を一 に楽しみ、 学生もロータリアンも くまで語り明かし、

日学生はすっかり ち けた様子で、３月に開催されるスプリン ンプでの再会を 束していました。

年 委員会
委員長　佐藤　 （ ）



青少年交換学生マンスリーレポート

　私の留学生活が始まって５ヶ月が経とうとしています。

感ではまだ３ヶ月のように感じ、時の流れの早さを実

感しています。

　私はまたホストファミリーが変わり、ホストシスター

とシ アルー をしなければなりません。またホストファ

ミリー がベ タリアン、そして５人のホストシス

ター ブラ ーがおり、人 が多くそれぞれの一日のス

ケ ュールも なるため、 食は自分で作らなければな

りません。初めての経 が 山あり、 り えていける

か最初は でしたが、ホストペアレン は私をすぐに

シアトルの大きなア アンスーパーマーケットへ連れて

行ってくれたため、 山の日本食と私の好きなものを

に入れることができました。なので毎日自分で 食を作

ることは、自分の好きなものを食 ることができるので

にはなりません。しかし、毎日好きなものを食 るこ

とは私の に うい 題です。これからは 分

も考えながら を作っていきたいと思います。ホスト

シスターとのシ アルー は私にとっては少し しいも

のがあります。生活リ や 格も なるため、お い

に に思うことが多々あります。伝えた方がよいのか

と思うときがありますが、それは私のわがままなのかも

しれないと思うとなかなか言い出せなく、それを英語で

のないように伝えるのはとても しいです。ですが、

この経 は私を確実に大きく成 させると確 していま

す。私は帰国後、大学に行く なので、これは日本の

大学に行って一人 らしをするにしても、アメリ の大

学に行ってシ アルー をするにしても良い になり

ます。 き きホストファミリーと良好な関 を いて

いけたらなと思います。

　こちらでは 日 ど雪が り、たった５ ど雪が積

もっただけで学校が休みになりました。私は雪国で っ

たため、それが当たり前なのか、私の国の地 がおかし

いのかよくわからなくなりました。そして子 から大人

まで とんどの人が、お に雪を り、シロップをかけ

てそれを食 ます。私は雪にシロップをかけて食 たこ

とはなかったので、とても きました。

　アメリ のお正月は少し しいものでした。日本のお

正月は神 を れたり、お を いたり、 歌 戦や

伝を見たりと 山の楽しみがありますが、アメリ

ではそれ ど 要な伝統行事はなく、１月２日には学

校が始まっていました。ここへ来て初めて日本の行事が

恋しいと思った 間でした。しかし、ホストファミリー

が私の家のお正月の過ごし方を聞いて、お とお 、

プライ で をプレ ントしてくれました。いつも

とは なるお正月の過ごし方でしたが、少しでも日本の

生活を わえたので しかったです。

　先日、ロータリーのミーテ ン に して、来年に

私の今いる地区から 留学に行く生徒にア イスを

しました。もう に自分がア イスをする にいるの

だと思うと自分を らしく感じ、それを英語で伝えるこ

とができることを しく思います。

　２月にはまた 留学生が まる トリップがあ

るのでとても楽しみにしています。

　こんにちは、あけましておめでとうございます。メキ

シコにきて、半年が経ちました。日本では年も明け、雪

がたくさん積もってる時期でしょう。メキシコでは、早

くも冬は終わり春の兆しが感じられます。とてもちょう

どいい気候で、とても過ごしやすいですが、日本の雪景

色の綺麗さを時々思い出します。

　今月で、半年が経ちだいぶメキシコでの生活に慣れて

きました。近頃は、スペイン語も大まかには理解できる

ようになってきましたし、英語の方は、日本語のように

喋れるようになってきました。コミュニケーションが容

易にできるようになってきたので、友達といる時もとて

も楽しいですし、考えていることが言えるのでとても気

持ちが楽に感じます。

　また、今月はホストファミリーが変わりました。新し

いホストファミリーは、弟が一人いるだけなので、ちょっ

と静かに感じますが、充実した、生活を送れています。

最初は、何もかもが違うので本当に緊張しましたし、毎

日気を使ってしまって、本当に精神が削られた気がしま

したが、今ではだいぶ慣れてきました。前のホストファ

ミリーがとても恋しいです。

　今月から、学校が始まりました。ロータリーの宿題や

学校の宿題などで毎日大変ですが、充実した生活を送っ

ています。

　今思うと、あと６ヶ月ちょっとしかいれないことと、

あと６ヶ月で日本に帰れるということに、複雑な気持ち

です。

　今月は、特にロータリーの活動などはありませんでし

たが、来月とても大きな旅行があります。他の地区から

くる留学生と会うのも次の旅行が最後なので、楽しみた

いと思います。また、今月は友達に会いにモレリアとい

うところに行きました。とても大きな都市で、伝統的な

建物がたくさんあり、綺麗な街です。

　残り半年、たくさんの思い出を、ホストファミリーと

友達と作りたいなと思います。

　まず始めに 1 月 1 日に起きた能登半島地震により被害

に遭われた皆さまへ、心からのお見舞いを申し上げます。

そして、ご家族や大切な方々を亡くされた皆さまへ、謹

んでお悔やみを申し上げます。この地震のニュースは台

湾でも速報が流れ、台湾ロータリーの方や、学校の先生、

友達からすぐに「私の地元は大丈夫なのか？」「支援が

必要なら言ってね」と連絡が入りました。幸いにも山形

県への被害は最小限で済み、そのことを心配してくだ

さった皆様に伝えました。ホストファミリー始め、みな

さんが自分の事のように心配してくれたことに台湾のみ

なさんの優しさを感じられ感謝の気持ちでいっぱいにな

りました。

　さて、今月 1 月７日からホストファミリーが変わりま

した。今のホストファミリーはお父さん、お母さん、妹

がいます。今の家族も日本が好きで、特に妹は日本の歌

やアニメ、コスプレをすることが好きです。家の近くに

は親戚が住んでいるので、時々家に来て一緒に食事をす

ることもあります。

　１３日には台湾では４年に一回行われる中華民国総統

選挙が行われました。まず日本と台湾での違いを感じた

ことが２つありました。１つ目は投票権の年齢です。日

本では１８歳から投票が可能ですが、台湾では２０歳か

ら投票することが可能です。これには成人年齢が理由で、

日本の成人年齢は１８歳ですが、台湾は２０歳が成人年

齢ということが理由です。２つ目は選挙に対する若者の

関心です。日本では選挙に対する若者の関心が薄いとこ

ろがあります。ところが台湾では、同じ学校の生徒や他

校の学校の生徒の SNS を見ているとその日は選挙に関す

る投稿がとても多かったのが印象的でした。

　２０日には３４９０地区で行われる中国語の成果を発表

するスピーチコンテストがありました。テーマは「台湾で

の生活について」でした。自分の国と台湾での文化の違い

や、生活スタイルの違い、そして学校やホストファミリー

との生活について５分間で発表をしました。そしてスピー

チの後には任意で、パフォーマンスをすることもできまし

た。中国語での歌に挑戦した子もいれば、ロータリークラ

ブのテーマ曲を歌っている子もいました。そして、それぞ

れ１位から３位の人には賞金が授与されます。私は入賞で

きませんでしたが、改めて今現在の自分の中国語の実力を

発揮できた良い機会になったと思います。

　そして２０日からは冬休みに入りました。ホストファ

ミリーが休みの時に私の台湾生活の目標の一つでもあっ

た「台湾の料理を学ぶ」を実現することができました。

お父さんが滷肉飯（ルーローファン）という豚肉を煮込

んだ料理を教えてくれました。このように本格的に現地

の人に料理を教えていただける機会は日本で過ごしてい

る時にはないことでとても楽しい時間を過ごすことがで

きました。

　私の中国語のレベルとしては、以前よりリラックスし

て喋れるようになり、自分から少し話を振れるようにな

りました。文法や言い方が正確ではなくても、ホストファ

ミリーや友達は最後まで話を聞いてくれるのがとてもあ

りがたいです。

　台湾での生活は残り半分を切りました。時間はあっと

いう間だなと感じたので、１日１日を大切に過ごしてい

きたいです。
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クラブ
会 会

（ ）

　２０２４年１月２４日（ ）、 山ロー ロータリー

クラブのガバナー公式訪問が例会場である ルで開

催されました。第３ ループ（ ）では最終の公式訪問

でした。

　例会前の会長・幹事会では、伊藤三之ガバナー、佐

義 ガバナー補佐、当クラブからは 時子会長、 塚

会長エレクト、幹事の 山 子が参加いたしました。

　ガバナーからは、ロータリー奉仕デー（それ れの最

上 語）参加のお礼の言 を頂きました。また、定款

の説明を受け、当クラブの定款は最新ではなかったため

にす に改訂 をするように言われました。次の 定

議会の時は れ に改訂することが必要になるとのア

ドバイスもいただきました。 弁護士さんです。

　クラブの活性化のポイントでは、これまでの 事

を け、その には をして き上げていくこと。

地区の活 では、 クラブではなかなか実施できな

い事 などは地区委員長の 話を活 すること、地区

公式 の をして 報を ることなど りだく

さんで実のあるお話を頂きました。

　例会では、ガバナー、ガバナー補佐の かに ストと

して、小野和行地区幹事、 敬之地区統括副幹事をお

迎えして公式訪問例会が始まりました。

　 めに佐 義 ガバナー補佐からご を頂き、伊藤

三之ガバナーの 話を頂戴いたしました。 めに

地 への義援 の説明を受け、マ ナリーＲ

会長のテーマの説明、地区基本方 、ロータリーの基

識、地区の重点事項、会員増強などガバナーの熱い

いをお話しいただきました。中でも「ロータリーの意義

は人生を豊かにすることにある」、「ロータリーという生

き方をすることで自分の人生を豊かにする」とのお言

に大変感 をいたしました。

　当日は の るお い中を 山ロー ＲＣにお しい

ただき有難うございました。会員一同豊かな人生を目指

してまいりたいと っております。今後もご指 よろし

くお いいたします。伊藤三之ガバナーの益 のご

をお りいたします。

クラブ
会 会

（ ）

　１月２ 日（月）、伊藤三之ガバナー、 第３

ループガバナー補佐代理、小野和行地区幹事、小山

地区副幹事を当会員出席 でお迎えし、ガバナー

公式訪問例会が開催されました。

　例会に先立ち、当クラブ会長幹事会にも伊藤ガバナー

と 第３ ループガバナー補佐代理にご 席いた

だき、会員増強やクラブの活性化など、 たちが し

ている問題に し大変ためになるアドバイスをいただき

ました。

　当クラブが長年取り組んでいる事 として、２つの「こ

どもたちへの支援」があります。 とつめは地 中学

の生 たちと「 く」をテーマに討論し う 年奉仕

事 。もう とつは学 の たちの心身を ため、

一 などを する 会奉仕事 です。この２つの事

に 目をしてくださった伊藤ガバナーから、これらを

いかにブラ シ ア プし地 に 力ある をし け

られるかが ーポイントという ントをいただきまし

た。この伊藤ガバナーからの言 を たちなりによく

み き、よりよい事 へと楽しみながら進化させていき

たいと います。　

　また伊藤ガバナーより当クラブの年次計画書に し

てある「ロータリークラブ定款」が最新のもの（２０２

２年改訂版）に更新されていることに感心したとのお言

をいただき大変 みになりました。ガバナーのお話し

ですと、ち んと２０２２年改訂版を しているクラ

ブは１ 度にす ないとのことでした。そして、次の

改訂 は２０２５年ということでした。クラブ定款の

意義や位置付けをご いただき、大変 になりました。

　例会では「ロータリーを楽し 」ということと、「良

いことをする」ことの 意をお話しされた伊藤ガバナー。

大変心に いた意義ある例会となりました。今後も伊藤

ガバナーがロータリークラブに かせる に ク クい

たしました。

　お忙しい中訪問していただいた皆様に心より感 申し

上げます。
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改訂 は２０２５年ということでした。クラブ定款の

意義や位置付けをご いただき、大変 になりました。

　例会では「ロータリーを楽し 」ということと、「良

いことをする」ことの 意をお話しされた伊藤ガバナー。

大変心に いた意義ある例会となりました。今後も伊藤

ガバナーがロータリークラブに かせる に ク クい

たしました。

　お忙しい中訪問していただいた皆様に心より感 申し

上げます。

クラブ
会 会

（ ）

　２０２４年２月６日（火）１２：３０より、ホテルメト

ロポリタン山形（山形中央ＲＣ例会場）において、伊藤三

之ガバナー、吉田義尚ガバナー補佐、冨塚充地区統括副

幹事、伊藤誠地区副幹事の４名をお迎えし、第２８００

地区ガバナー公式訪問例会が開催されました。

　それに先立ち、午前１１：００より会長幹事会を実施

いたしました。

　吉田ガバナー補佐の進行で始まった会長幹事会は、伊

藤ガバナーによる今年度の取り組みの報告や協力へのお

礼、『山形中央ＲＣ年次計画書』についてのアドバイスな

ど終始和やかな雰囲気で進み、会長・幹事ともに残りの

任期のクラブ活動を頑張りながら活性化させていこうと

再認識することができました。

　加えて、次年度は当クラブよりガバナー補佐を輩出予

定ですので、会長エレクトおよび次年度幹事も含め、出

席した３名にとって参考になる部分が多く、有意義な時

間となりました。特に、クラブ定款の意義に関する詳し

いご説明は、大変勉強になりました。

　午後の例会では伊藤ガバナーよりお話を頂戴し、「ロー

タリーの原点」や「ローターアクトへの支援」など『奉仕の

精神』は突き詰めていけば何も難しいことはなく、きわ

めてシンプルに表現すれば「世のため人のために何がで

きるか、いかに相手に喜んでもらえるかを考えるのが基

本だ」という非常にわかりやすく親しみやすい表現に終

始し、例会出席者の皆さんが頷きながら聞き入っている

様子が印象的でした。

　当クラブにおいては、会員増強やクラブの活性化につ

いての課題認識に基づき、クラブフォーラムの議題とし

て検討中ですが、当クラブは、先輩・後輩の親密感や親

睦感が根づいた結束力のあるクラブですので、今後も全

員で協力しながらより良い方向へ進んでいけると確信し

ております。

　最後になりましたが、ご多忙の中、今般の公式訪問例

会にご出席された伊藤ガバナーはじめ地区役員の皆さま

方に心よりお礼を申し上げます。

クラブ
会 会 会

（ ）

　２月１３日（火）夕方５時から伊藤三之ガバナー、林

政俊ガバナー補佐、小野和行地区幹事、須貝翔太地区月

信委員をお迎えして、公式訪問例会が行われました。

　例会に先立って行われた会長幹事会では、伊藤ガバ

ナーから、クラブ定款の位置付け、最新版（２０２２年

改訂版）への変更の必要性など、今後も気をつけなけれ

ばならない実務的に重要な事項のご指摘を受けました。

　例会では、伊藤ガバナーから、奉仕の理念、四つのテ

スト、ロータリーの目的などのロータリー哲学の基本に

ついて、分かりやすくお話しいただきました。簡単に言

えば、ロータリーの目的は、世のため人のために何がで

きるかという心配りの生き方を選択することで、結局は、

自分の人生を豊かにすることにあると。また、ロータリー

の身近なことについて、その意味やねらいをとことん議

論し考えてみる、そうすれば、具体的なアイデアは一杯

浮かんでくる、それが「ロータリーを語ろう　そして　

ロータリーを楽しもう」との年度テーマの意味だと。

　当クラブの会員全員が、目をこらして、耳をそばだて

て、最後まで熱心に聞き入りました。

　２月１３日（火）午後３時から、伊藤ガバナー、山形

北ＲＣの小野地区幹事、同じく須貝地区月信委員、山

辺ＲＣの奥山会長、鈴木幹事とともに、山辺町役場を

訪れ、安達春彦町長を表敬訪問させていただきました。

　安達町長は一昨年現役ロータリアン時代に町長にな

られ、現在も山辺ＲＣの名誉会員ですし、伊藤ガバナー

は山辺町の顧問弁護士ということもあり、終始和やか

な懇談の場となりました。

　ランタンフェスティ

バルなどの町おこ

し、ロータリー会員

の増強など、ざっく

ばらんで有益な話し

をさせていただきま

した。



会員

米山奨学事業とロータリー財団の
意義を再認識しましょう！
ロータリアンは「与える文化」の
実践者です！

新会員をみんなで歓迎
しましょう！
新会員情報を地区事務局に
お寄せください！
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最上川の下流
「眺海の森」
（山形県鶴岡市）

国際ロータリー第 2800 地区 2023-2024 年度｜ガバナー 伊藤三之｜RI 会長 ゴードン R・マッキナリー
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3 月の地区スケジュール

第 4 グループ IM

鶴岡東高校 IAC 活動視察

会長エレクト研修セミナー（PETS）GE

インターアクト連絡協議会④

Ｇ公式訪問（山形東）

青少年交換多地区合同スプリングキャンプ

（春分の日）

第 36 回全国ローターアクト研修会 山形大会

Ｇ公式訪問（小国）

Ｇ公式訪問（山形北）

第 1 グループ IM
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ガバナーマンスリーメッセージ

ガバナーは語る 入会候補者向けパンフレット

ガバナーは語る ロータリークラブのクレジットカード

ジョン・ヒューコ事務総長講演

新庄東高校インターアクト活動視察

鶴岡中央高校インターアクト活動視察

米山奨学生歓送会

青少年交換東北多地区合同ウィンターキャンプ

青少年交換学生マンスリーレポート

ガバナー公式訪問・表敬訪問報告

新会員紹介

ロータリー財団寄付表彰・米山寄付表彰

■ 水と衛生月間

国際ロータリー第 2800 地区 事務局
〒994-0027 山形県天童市桜町 2-20
TEL.023-687-0208  FAX.023-687-0209  E-mail : o�ce@rid2800.org
http:// www.rid2800.jp/ 

題字：野村百合子（山形北 RC）

山形の宝 最上川の文化的資産50選写真コンテスト 入賞
タイトル：暮れゆく最上川
撮影者：加藤多一郎氏（鶴岡市）
撮影場所：眺海の森からの眺め
写真提供：美しい山形・最上川フォーラム




